




















































































方の原型(意訳))、Hardy Shafii 氏(Main Teri)の発表があった。Richards氏
は東南アジア文化圏の境界線の3層構造及び生と死について、Alcanbtar氏は能の
子方の基本的な役柄と機能(隅田川等)、さらに「子方を原型とする義経」の持論
を展開した。Shafii氏はMain Teriの儀礼の解説をした。総括として高田和文
理事が公演の批評を述べ終了した。
結果・成果 当該研究の理念である「独創的で高い学術性を備えた国際的に高い水準の研究、
科学研究費補助金等の外部資金獲得に繋がる研究、全学的な見地から本学の研究
水準を向上させる研究などの先進的研究」に足りる研究成果であったかは、自問
せざるを得ないが、ｲｽﾗﾑ教文化圏内に、例外として現在でも存在するｼｬｰﾏﾆｽﾞﾑは、
学問的研究対象としては、ﾏﾚｰｼｱ内部からのものはShafii氏が第一人者であり、研究
対象としては認知されても、宗教的には邪教の部類に属するもので、背信行為とも
捉えられる領域らしい。しかし当該研究のｷｰﾜｰﾄﾞとなった亡魂は、このｲｽﾗﾑ教
以前の土着儀式に存在するのであり、Shafii 氏のMain Teriの解説からも明らか
になった。これはｻﾝ ﾏﾚｰｼｱ大学との共同研究としても独創的な研究であったと
いえる。外部資金に繋がるものとしての根拠は挙げられないが、既に国際交流
基金(ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ)や前出の大学から助成を受けてこの連携事業は成立した。
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